
ＪＡ⼗和⽥おいらせの創造的⾃⼰改⾰取り組み宣⾔ 
  
 
 ＪＡ⼗和⽥おいらせは、これまでもそうであったようにＪＡの強みである「総合事業」を
展開し、地域に必要とされる組織を維持、発展させ「農業者の所得増⼤」「農業⽣産の拡⼤」
「地域の活性化」に取り組んでまいります。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 

 協同組合とは、組合員の⼀⼈ひとりが⼒をあわせ、みんなの願いを叶えていく組織
であり相互扶助の精神に基づく共助の組織です。 
  
 ＪＡは、農業者（正組合員）と地域農業を⽀える⼈たち（准組合員）が組織する協
同組合です。農業者の所得向上や地域農業の振興を⽬的に、農産物の販売や、信⽤事
業（ＪＡバンク）、共済事業（ＪＡ共済）などの様々な事業を、営農相談やくらしの
相談活動を通じて、総合的に結び付け、地域農業の振興や地域づくりに取り組んでい
ます。 
  
 農業者以外の⽅で、地域農業の発展や地域づくり、ニッポンの⾷を応援していただ
ける⽅は、地域農業のサポーターとして准組合員に加⼊いただいております。 
  
 地域農業の振興には、信⽤事業や共済事業などを含めた総合事業全体の収⽀のなか
で事業運営を⾏っているからこそ、ＪＡの経営基盤が安定し、営農指導員の配置や多
額の農業施設等への投資が可能になります。即ち、みなさんの事業利⽤が地域農業の
振興の⼀助となっているのです。 
  
 いわば、農業者と地域農業のサポーターが、ＪＡの総合事業を通じて地域の農業と
くらし、みんなの願いを叶える取り組みを⽀え合っています。 



《主な取り組みやその経過》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

産地拡⼤対策事業の継続実施 
 

 産地拡⼤対策事業として、ナガイモムカゴ優良種苗助成により⾯積の拡⼤を図り、令和元年度
は 316 ⼈、令和２年度は 229 ⼈となっており、継続的に実施しています。 
 
【主な営農⽀援事業（⾦額ベース）】 
⑴ 野菜の産地拡⼤対策事業（ムカゴ種苗費助成等） 
  2016 年度 3,860 千円  2017 年度 7,287 千円  2018 年度 6,018 千円 
  2019 年度 9,647 千円  2020 年度 6,206 千円 
 
⑵ 野菜の⼟壌診断料助成事業 
  2016 年度 1,918 千円  2017 年度 1,848 千円  2018 年度 1,944 千円 
  2019 年度 1,927 千円  2020 年度 1,856 千円 
 
⑶ 労働⼒対策 2019 年度〜（ニンニク作業機導⼊） 
  2019 年度 10,800 千円  2020 年度 7,700 千円 
 
⑷ 畜産の繁殖優良⽜導⼊助成事業  2018 年度〜 
  2018 年度 500 千円 
 
 
 
 
 
 

担い⼿パワーアップ・アクションの展開 
 

 2012 年より、農家所得の増⼤と担い⼿育成を⽬指し、出向く指導体制を強化する「担い⼿パワ
ーアップ・アクション」を展開しています。 
 
【累計訪問件数】 
⑴ ⼤規模農家の定期巡回 

2017 年度 1,182 件  2018 年度 1,604 件  2019 年度 1,924 件 2020 年度 1,642 件 
 
⑵ 未利⽤農家の定期巡回 
  2017 年度 38 件   2018 年度 65 件  2019 年度 70 件  2020 年度 124 件 
 
⑶ 上記の⑴と⑵を含めた農家の定期巡回 
  2017 年度 5,322 件 2018 年度 6,385 件 2019 年度 6,167 件 2020 年度 5,730 件 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

地 域 の 活 性 
 

 地域活性化とＪＡのＰＲ活動の場として、多くのＪＡまつりを開催し、組合員はもとより、多
くの地域住⺠に来場いただいています。 
  
  ⑴ 2019 年 4 ⽉ 29 ⽇ ⽜⾁まつり ・・・・・・・・・・・１，０００⼈超 

 ⑵ 2019 年 8 ⽉ 14 ⽇ 横浜⽀店ふるさとまつり・・・・・・・２，３５０⼈ 
  ⑶ 2019 年 8 ⽉ 31 ⽇ 七⼾⽀店ふれあいまつり・・・・・・・１，０００⼈ 

 ⑷ 2019 年 8 ⽉ 24 ⽇ ⼗和⽥湖⽀店ふれあいまつり・・・・・・ ５００⼈ 
  ⑸ 2019 年 8 ⽉ 31 ⽇ 上北⽀店ふれあいまつり・・・・・・・・ ８００⼈ 
  ⑹ 2019 年 10 ⽉ 19〜20 ⽇ ＪＡ収穫祭・・・・・・・・・・１７，０００⼈ 
  ⑺ 2019 年 10 ⽉ 27 ⽇ ももいし・下⽥⽀店秋の農業祭・・・ ２，０００⼈ 

 ⑻ 2019 年 12 ⽉ 13〜14 ⽇ ＪＡ農機・資材⼤展⽰会・・・・・  ８００⼈ 

ＪＡ受託作業の充実 
 

 農業経営拡⼤⽀援と労働⼒不⾜対策の⼀助として、ＪＡ委託作業の充実を図っています。 
 
【ＪＡ受託作業⾯積】     2017 年度   2018 年度   2019 年度   2020 年度 

⑴ ダイコン収穫 ・・・ １３４ha   １３２ha   １２９ha   １２０ha 
⑵ ダイコン共選 ・・・ １３７ha   １３８ha   １３５ha   １４９ha 
⑶ ニンジン収穫 ・・・  ８９ha    ８０ha    ８１ha    ９３ha 
⑷ ニンジン共選 ・・・ １２１ha   １１５ha   １１７ha   １３１ha 
⑸ バレイショ収穫 ・・  ３９ha    ４０ha    ２８ha    ２８ha 
⑹ バレイショ共選 ・・   ９ha     ８ha     １ha     ５ha 
⑺ ニンニク共選 ・・・  ６２ha    ６１ha    ５１ha    ４２ha 
⑻ ネギ共選 ・・・・・  １５ha    ２０ha    １３ha     ６ha 
⑼ ゴボウ共選 ・・・・ １２１ha   １２２ha    ９８ha    ７３ha 



 

購買事業におけるランク奨励等の実施 
 

 各種奨励⾦等の実施により、⽣産農家のコスト低減を図り、農家所得の増⼤に貢献しています。 
 
⑴ 購買の肥料ランク奨励事業 

2017 年度 36,097 千円  2018 年度 35,213 千円  2019 年度 36,403 千円 
2020 年度 34,643 千円 

 
⑵ 購買の農薬⼤⼝奨励事業 
  2017 年度 10,541 千円  2018 年度 9,870 千円  2019 年度 9,978 千円 
  2020 年度  9,886 千円 
 
⑶  購買のダンボール出荷奨励事業 
  2017 年度 20,571 千円  2018 年度 22,692 千円  2019 年度 21,811 千円 
  2020 年度 17,988 千円 


